
令和元年度瑞穂町一般会計歳入歳出決算等審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の規定により、令

和元年度瑞穂町一般会計歳入歳出決算、基金運用状況を審査した結果、その

意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町一般会計歳入歳出決算及び基金運用状況 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火）・２９日（水）・３０日（木） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類及び基金の運用状況を示す書類は、地方自治法、

会計諸規則等、法令に準じて作成されており、決算計数も関係帳簿、証書類

との照合をした結果、符合し、基金の運用状況とも正確で、内容も適正であ

ることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 決算の状況は、決算書で示すように、歳入総額１６４億９，０４３万２，

５９１円、歳出総額１６１億４，２６１万５，６１４円で、歳入歳出差引残

額３億４，７８１万６，９７７円となり、翌年度へ繰り越す財源となってい

る。 

 なお、令和元年度は継続費逓次繰越額が１億４，４１５万２，０００円生

じたため、実質繰り越す財源は２億３６６万４，９７７円となる。 

 歳入の状況は、収入済額が１６４億９，０４３万２，５９１円で、前年度

と比較すると１１．２７％、金額にして１６億６，９６２万１，７０６円の

増であり、調定額１６６億６，０４５万９，２９０円に対する収入率は、９

８．９８％である。 

 収入済額全体の４０．８１％を占める町税の収納率は９７．５９％で、前

年度の９７．７２％より０．１３ポイントの減である。 



町税の不納欠損額は６９２万８，５５１円で、前年度と比較すると２６．

６０％の減である。今後も、滞納者に対しては、税負担の公平性の確保から

適正な滞納処分を行うとともに、滞納者の発生防止に努められたい。 

また、収入未済額は１億６，３５１万６，６４８円で、前年度と比較する

と６．５１％の増である。町税は、町の大きな財源であるため、今後も積極

的な納税指導や口座振替の推進、コンビニエンスストアでの納付等納税環境

をさらに強化し、収入未済の解消に向け、なお一層の努力を望む。 

歳出の状況は、支出済額が１６１億４，２６１万５，６１４円で、前年度

と比較すると１０．９２％、金額にして１５億８，９３３万６，０７４円の

増である。本年度の予算現額に対する執行率は９４．８４％で、翌年度繰越

額が５億７，６４５万２，０００円生じたので、不用額は３億１１１万４，

３８６円である。 

 決算額に占める主な科目の割合と事業内容は、民生費が全体の３２．４８％

を占め、社会福祉費では心身障害者福祉手当、介護給付費・訓練等給付費、

国民健康保険特別会計繰出金、介護保険特別会計繰出金及び後期高齢者医療

特別会計繰出金、児童福祉費では保育園児童運営委託料、町立保育園２園の

指定管理者委託料、児童手当等及び医療費給付費が主なものである。 

 次に総務費が２９．６５％を占め、総務管理費では、給料、職員手当等、

共済費の人件費、各基金積立金及び新庁舎建設工事が主なものである。 

 次に土木費が１２．０１％を占め、道路橋りょう費では、道路維持補修等

委託料、改修工事、舗装工事及び交通安全施設設置工事、都市計画費では、

殿ヶ谷土地区画整理組合助成金、駅西土地区画整理事業特別会計繰出金、下

水道事業特別会計繰出金、公園管理委託料、公園遊具等設置工事及びだれで

もトイレ等設置工事が主なものである。 

次に、衛生費が８．９７％を占め、保健衛生費では、福生病院組合運営負

担金、福生病院組合建設負担金、予防接種等委託料、健康診査等委託料及び

瑞穂斎場組合負担金、清掃費では、西多摩衛生組合分賦金、東京たま広域資

源循環組合負担金、地区別ごみ収集委託料及び運転業務委託料が主なもので

ある。 

 以下、教育費８．７７％、消防費４．０５％、公債費２．０４％の順であ

る。 

 

 

 

 

 

  



以上が決算の概要であるが、令和元年度の決算は、財源の確保が厳しい財

政状況の中、健全財政を維持し、事業の推進にあたっては、合理的かつ効率

的な行財政運営が行われたものと認められる。町の最上位計画である第４次

長期総合計画が令和２年度末に終了することに伴い、新たに第５次長期総合

計画を策定する必要があるため、基礎調査及び住民意識調査等の策定作業に

着手した。また、町行政委員会の委員、公共的団体等の役員及び公募による

住民などで組織された審議会や職員で組織する庁内策定委員会等も立ち上が

り、会議も開催された。住民意識調査の結果等、町民の意向を十分に踏まえ、

審議会等で議論を重ね、新たなまちづくりを推進するための計画となるよう

期待する。 

平成１２年３月に策定し、平成２６年３月に見直された都市計画マスター

プランの改定作業に着手した。上位計画である長期総合計画が策定中であり、

東京都都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の改定が予定されているた

め、改定後の計画等と整合を図るとともに、町の既成市街地を含め良好な道

路や緑地の整備を進め、安全で快適な生活環境の形成が図られる長期的な都

市づくりの基本方針となることを期待する。 

高齢者、障がい者の安心安全を図るため、震度５以上の揺れに反応し、電

気を遮断する感震ブレーカーが希望対象世帯に給付された。大地震による電

気火災を防止し、高齢者世帯、障がい者世帯の火災に対する不安解消の一助

となったことは評価できる。今後も高齢者や障がい者が、住み慣れた地域に

おいて安全かつ安心な暮らしを続けることができるよう積極的な施策の実施

を望む。 

建築後４５年以上が経過し、設備の老朽化が進んでいることや施設内外の

バリアフリーやユニバーサルデザインについても十分ではない図書館改修工

事の基本計画、基本設計及び実施設計業務に着手した。町の社会教育を支え

る施設の一つとして多くの町民に利用されてきた図書館であるが、社会の変

化や建物及び設備の老朽化が進み、施設と運営の両面で積極的な対応が求め

られている。誰もが気軽に訪れることができ、利用しやすい快適な施設とな

るとともに、住民に親しまれる図書館となることを強く望む。 

新庁舎建設については、平成２９年９月に契約がなされ工事に着手し、数

回の契約変更を経て、令和２年１月から新庁舎での業務が開始された。１月

の業務開始に向けて、各課の情報システム回線等の移設、什器の購入等必要

な作業を進め、年末年始にかけての事務室の移転作業は大変な苦労であった

ことが伺える。また、業務開始前後に庁舎内の免震層や災害対策本部等の内

覧会を実施し、庁舎の完成を心待ちにしていた住民に対し、庁舎内部の説明

を行ったことは評価できる。現在、旧庁舎の解体及び駐車場の整備など、工

事は最終段階を迎えている。引き続き、来庁者等の安全確保に努めるととも

に、適正な工事監理及び工程管理を行うことを強く望む。 



 最後に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」における健全化判断

比率の報告を７月２７日に受けたため、７月３０日の決算審査終了後、健全

化判断比率とその算定基礎事項について審査した結果、各指標の算出基礎資

料は適正に作成され、算出過程にも誤りがなく、全ての指標を分析した結果、

健全な財政運営が行われたものと認められる。 

 今後も、社会経済情勢や行政需要の変化に対応することが望まれる。また、

公共施設管理運営は、計画的な観点による管理運営を求める。 

引き続き町民の期待と信頼に応えられる健全な行財政運営の推進を望む。 

なお、令和元年度末に入って新型コロナウイルス感染症が急速に拡大し、

当該年度事業に影響が出ている。この状況はしばらく続くものと思われるが、

町長をはじめとする職員全員が一丸となってこの難局を乗り越えていただき

たい。 

 

 

令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度末における国民健康保険への加入状況は、５，２６３世帯、被保険

者８，７２０人で前年度と比較すると１９０世帯の減、被保険者で４４６人

の減である。 

 決算の状況は、決算書で示すように、歳入総額３７億４，７２６万８０６

円、歳出総額３７億５２２万９７６円で、歳入歳出差引残額４，２０３万９，

８３０円となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が３７億４，７２６万８０６円で、前年度と比較

すると２．１９％の減であり、調定額に対する収入率は９５．７８％である。 

 収入全体の１８．９３％を占める国民健康保険税の収納率は調定額に対し、

８１．１４％である。 

国保税における不納欠損額は６４５万９，０１７円で、前年度と比較する

と５３．１１％の減であり、収入未済額は１億６，００８万４，５４７円で、

前年度と比較すると１．１１％の増である。 

 その他の収入は、都支出金が６７．１３％、一般会計からの繰入金が１２．



７７％である。 

 歳出の状況は、支出済額が３７億５２２万９７６円で、前年度と比較する

と２．８９％の減であり、予算現額に対し９６．６９％の執行率である。 

支出の主なものは、全体の６６．１７％を占める保険給付費では、一般被

保険者療養給付費、一般被保険者療養費及び一般被保険者高額療養費で、そ

の他に３１．４２％を占める国民健康保険事業費納付金である。 

 以上が決算の概要であるが、国民健康保険制度の安定化を図るため、平成

３０年度より都が財政運営の主体となるなど制度改革が行われたが、被保険

者への影響はなく、適切に移行がなされていると認められる。 

都とともに、財政基盤の安定化、負担の公平化、医療費適正化が推進され

ており、今後も持続可能な医療保険制度の構築に取り組まれることを望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業 

特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度福生都市計画瑞穂

町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算を審査した結果、そ

の意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計

歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月３０日（木） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は､決算書で示すように、歳入総額１５億４，２７６万

４，０４５円、歳出総額１４億８，０４０万２，８１７円で､歳入歳出差引

残額６，２３６万１，２２８円となり、翌年度に繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が１５億４，２７６万４，０４５円で、前年度と

比較すると４．２３％の増であり、調定額に対し１００％の収入率である。 

収入の主なものは、収入全体の３８．４１％を占める一般会計からの繰入

金、２１．１０％を占める諸収入である。 

 歳出の状況は、支出済額が１４億８，０４０万２，８１７円で、前年度と

比較すると１．１０％の増であり、予算現額に対し９５．９６％の執行率で

ある。 

 支出の主なものは、総務費で都市づくり公社委託料（債務負担解消分）等



であり、支出全体の８８．６０％を占めている。 

 以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な土地区画整理

事業運営が行われたものと認められる。 

 今後も引き続き社会経済の動向等に留意され、適正な経営により、関係町

民の期待と信頼に応えられるよう早期の完成に向け、土地区画整理事業の運

営に、なお一層の努力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町下水道事業特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町下水道事業

特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月３０日（木） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は、決算書で示すように、歳入総額１０億９，９１１万

６９７円、歳出総額９億７，２６０万１，４１９円で、歳入歳出差引残額１

億２，６５０万９，２７８円となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

歳入の状況は、収入済額が１０億９，９１１万６９７円で、前年度と比較

すると７．６２％の増であり、調定額に対し９６．１６％の収入率である。 

収入の主なものは、収入全体の３８．１８％を占める使用料及び手数料、

３６．４１％を占める一般会計からの繰入金である。 

 歳出の状況は、支出済額が９億７，２６０万１，４１９円で、前年度と比

較すると１．６７％の減であり、予算現額に対し８７．４３％の執行率であ

る。 

 支出の主なものは、総務費では、下水道使用料徴収事務委託料、公共下水

道維持管理業務委託料、管渠・マンホール・汚水桝等補修工事及び多摩川上

流水再生センター維持管理負担金、事業費では、公共下水道事業委託料及び

公共下水道管渠布設工事、公債費では、公共下水道事業債及び流域下水道事



業債の元金償還金・利子償還金である。 

 以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な下水道事業運

営が行われたものと認められる。 

 また、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」における公営企業の

経営の健全化における資金不足比率の報告を７月１日に受けたため、７月３

０日の決算審査終了後、資金不足比率について審査した結果、資金不足は生

じていないと認められた。 

 今後も引き続き社会経済の動向等に留意し、公営企業の独立採算の意識を

もって経営努力され、町民の更なる要望と期待、また信頼に応えられる下水

道事業の運営のため、なお一層の努力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町介護保険特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町介護保険特

別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町介護保険特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月３０日（木） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度末における介護保険の第１号被保険者数は９，２５８人、認定者数

は１，３５０人で認定率１４．５８％となっている。また、現年度分保険料

の収納率は、９９．２８％である。 

 決算の状況は、決算書で示すように、歳入総額２２億９，６０３万２，４

０７円、歳出総額２２億９，１４１万１，９２８円で、歳入歳出差引残額４

６２万４７９円となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が２２億９，６０３万２，４０７円で、前年度と

比較すると２．２４％の増であり、調定額に対し９９．４２％の収入率であ

る。 

 収入の主なものは、収入全体の２６．６４％を占める保険料、２４．６７％

を占める支払基金交付金、１７．４５％の国庫支出金、１５．４５％の一般

会計からの繰入金及び１４．０６％の都支出金である。 

 保険料における不納欠損額は４１９万９，２００円で、前年度と比較する

と１３．１２％の減であり、収入未済額は１，０４９万９，９００円で、前



年度と比較すると１．７１％の減である。 

 歳出の状況は、支出済額が２２億９，１４１万１，９２８円で、前年度と

比較すると３．８６％の増であり、予算現額に対し９７．２３％の執行率で

ある。 

 支出の主なものは、保険給付費で、居宅介護サービス給付費、地域密着型

介護サービス給付費、施設介護サービス給付費、居宅介護サービス計画給付

費、介護予防サービス給付費及び特定入所者介護サービス費である。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な介護保険運営

が行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意されるとともに、国・都との連携

をさらに深め介護保険運営のために、なお一層の努力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度末における後期高齢者医療制度の被保険者数は４，３０７人である。 

決算の状況は、決算書で示すように、歳入総額７億３，５７６万７，７６

１円、歳出総額７億２，７９７万４，１２７円で、歳入歳出差引残額７７９

万３，６３４円となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が７億３，５７６万７，７６１円で、前年度と比

較すると３．９２％の増であり、調定額に対し９９．６７％の収入率である。 

 収入の主なものは、収入全体の４８．８２％を占める一般会計からの繰入

金、４５．３９％を占める後期高齢者医療保険料である。 

 後期高齢者医療保険料における不納欠損額は８１万８，９００円で、前年

度と比較すると２５．５３％の減である。収入未済額は１８５万１，８００

円で、前年度と比較すると１０．３５％の減である。 

 歳出の状況は、支出済額が７億２，７９７万４，１２７円で、前年度と比

較すると４．３５％の増であり、予算現額に対し９９．７４％の執行率であ

る。 



支出の主なものは、支出総額の９３．８４％を占める広域連合負担金であ

る。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な後期高齢者医

療運営が行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意されるとともに、国・都との連携

をさらに深め後期高齢者医療運営のために、なお一層の努力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町殿ケ谷財産

区特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は決算書で示すように、歳入総額４９４万４，６２６円、

歳出総額４１１万２，８６５円で、歳入歳出差引残額８３万１，７６１円と

なり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が４９４万４，６２６円で、調定額に対し１００％

の収入率である。 

 収入の主なものは、収入全体の７２．６７％を占める基金繰入金、２５．

３０％を占める繰越金である。 

 歳出の状況は、支出済額が４１１万２，８６５円で、予算現額に対し８４．

０９％の執行率である。 

 支出の主なものは、総務費では、委員報酬及び殿ケ谷財産区基金積立金、

諸支出金では、一般会計繰出金である。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な財産区運営が

行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意され、財産区運営のなお一層の努



力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町石畑財産区特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町石畑財産区

特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町石畑財産区特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は決算書で示すように、歳入総額１，９４７万５，８０

６円、歳出総額１，７０７万６，０８０円で、歳入歳出差引残額２３９万９，

７２６円となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 なお、令和元年度は繰越明許費繰越額が１６９万円生じたため、実質繰り

越す財源は７０万９，７２６円となる。 

 歳入の状況は、収入済額が１，９４７万５，８０６円で、調定額に対し１

００％の収入率である。 

 収入の主なものは、収入全体の５１．６５％を占める基金繰入金、２５．

５２％を占める繰越金及び２２．３０％を占める財産収入である。 

 歳出の状況は、支出済額が１，７０７万６，０８０円で、予算現額に対し

８４．２１％の執行率である。 

 支出の主なものは、総務費では、管理等委託料及び石畑財産区基金積立金、

諸支出金では、一般会計繰出金である。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な財産区運営が



行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意され、財産区運営のなお一層の努

力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町箱根ケ崎財

産区特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は決算書で示すように、歳入総額１，０１９万７９９円、

歳出総額８８９万９，０５５円で、歳入歳出差引残額１２９万１，７４４円

となり、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が１，０１９万７９９円で、調定額に対し１００％

の収入率である。 

 収入の主なものは、収入全体の５６．５７％を占める基金繰入金、２２．

８４％を占める繰越金及び２０．５９％を占める財産収入である。 

 歳出の状況は、支出済額が８８９万９，０５５円で、予算現額に対し８８．

２０％の執行率である。 

 支出の主なものは、総務費では、修繕料及び箱根ケ崎財産区基金積立金、

諸支出金では、一般会計繰出金である。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な財産区運営が

行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意され、財産区運営のなお一層の努



力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 



令和元年度瑞穂町長岡財産区特別会計歳入歳出決算審査意見書 

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、令和元年度瑞穂町長岡財産区

特別会計歳入歳出決算を審査した結果、その意見は次のとおりである。 

 

１ 審査対象 

 令和元年度瑞穂町長岡財産区特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査期日 

 令和２年７月２８日（火） 

 

３ 審査の手続 

 審査にあたっては、町長より提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算総

括表、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調

書について、計数に過誤はないか、財政運営は健全か、予算執行は関係法令

に従って効率的になされているか等に着眼し、それぞれの関係帳簿及び証書

類との照合のほか、必要と認める審査の手続きにより審査を実施した。 

 

４ 審査の結果 

 審査に付された決算書類は、地方自治法、会計諸規則等、法令に準じて作

成されており、決算計数も関係帳簿、証書類との照合をした結果、符合し、

正確であり、内容も適正であることを確認した。 

 

５ 決算の概要と総括意見 

 本年度の決算状況は決算書で示すように、歳入総額９２万４，４３８円、

歳出総額６４万２，９９７円で、歳入歳出差引残額２８万１，４４１円とな

り、翌年度へ繰り越す財源となっている。 

 歳入の状況は、収入済額が９２万４，４３８円で、調定額に対し１００％

の収入率である。 

 収入の主なものは、収入全体の７０．２１％を占める基金繰入金、２９．

７１％を占める繰越金である。 

 歳出の状況は、支出済額が６４万２，９９７円で、予算現額に対し６９．

２１％の執行率である。 

 支出の主なものは、総務費では、委員報酬及び長岡財産区基金積立金、諸

支出金では、一般会計繰出金である。 

以上が決算の概要であるが、令和元年度においても、健全な財産区運営が

行われたものと認められる。 

今後も引き続き社会経済の動向等に留意され、財産区運営のなお一層の努



力を望む。 

 

 

    令和２年８月１１日 

 

  瑞穂町長  杉 浦 裕 之  様 

 

               瑞穂町監査委員  村 山 隆 敏 

 

                  同     小 山 典 男 


